
平成3年1 月発行 学 報 第322号

（題字 大井信一 学長）

第322号

（平成2年12月・平成3年 1月合併号）

... 平成3年度大学入試センター試験の受験者で溢れる

正門からの構内（初日は． 冬型が一時緩んで朝から

晴れ上がった。）
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年 頭 所 感
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今年は21 世紀 まであ と10年

という節目 の年 に当たります。

昨年 の前半は， 前年 末 に連 鎖

的に起こった東 欧革命の熱気

の中で東 西冷戦が終 わり， 東

側も市場経済 に移 行 して平和 と繁栄の90年 代が 始まる

と期 待してい たが . 8 月 の中東 湾岸紛争の勃発 で世界

情勢は一変した。一方 ， ソ連 のペ レス ト ロ イカもどう

なるのか。 このように世界情勢は緊迫と先 行 き 不透 明

のまま越年 し． 世界中の人 々に不安感をいだ かせ てい

る。 長 かった東 西の冷戦が 終 わったとたん．米ソ超大

国の指導 力や彫響力が 弱まってしまった。 ソ連 は圏内

問 題 で手一杯であ るし， 米国も中東 湾岸危 機 の展 開 如

何 によっては財 政 的に深刻化 する。 何 とか中東 湾岸で

の戦争を回避し， 米国の力の急激な衰退を食い止め な

ければならない。また， ソ連 への緊急援助 で経済 的破

局 に陥るのを防ぐことが 必 要であ ろう。 米ソ協調によ

る冷戦後の新 しい世界秩序をでき るかぎり早く構 築 し，

東 西が 協力して第 三 世界の貧困救済 や地球 環境の改善

などのグ ロ ー パノレ な問 題 解決 に貢献でき るよう我国の

経済大 国としての国際 協力が 強く望 まれるであ ろう。

ところで， 我々大 学人 にとっても今年 は厳しい年 に

なると思われる。 現在増加 中の18才人 口は平成4年 を

ピーク に急減 し， 自 らの生 き 残りを真剣に考 え なくて

はならない大 学の冬の時 代の到来 が 目前 に追っている

からであ る。 大 学の自 己改革はもう 「待ったなし」 の

段階に入 ったと思われる。 昨年 ， 大 学審議 会は各部 会

の 「審議 の概要（その 2 ) J に対 して各方 面からの意

見 聴取を行 った。 国大 協も各大 学からの意見 を踏まえ

て総 会で討 議 し， 意見 を提出した。 これらの意見 を参

考 に本年 2月 には大 学 審議 会の最終 答申が 出る予定で

あ り， これを受けて． 文部省 は新年度 から答申の実 施

に向けて具体化 することであ ろう。一番大 き な改革は，

一 般教育と専門教育の枠を取り払うことであ ろう。 大

衆化 した今日の大 学では一般教育は大 切だ とい われな

がら． その評判はよくない 。 「高校 の授業と変わりな

いではない か」という酷評は減 ったが， 学部別ない し

学科別に受験 して入 学した学生が 教養課程で足踏みし

ていることが， 大 学教育をつまらなくしているとい う

批判は強し、 。 そこで今度 の改正では． 大 学学部全体の

学長 大井 信一

学生 数 に見合 った教員の総定数 は決め るが ， それを一

般教育 と専門教育 とに分けるのは大 学に任せ る。 また．

単位 数 も一般教育 何 単位 などとい う規定ははずすこと

になる。 したが って極端 にいえば， 一般教育 ぜロ の大

学が でき てもい い し． 逆に一般教育 を若干深化 させ た

教養科 目 ばかりの大 学が でき ても差し支 えない ことに

なる。 これに対して国大 協は， 一般教育 の重要性を再

確認しており． 一般教育 の内容の充実． 一般教育 と専

門教育 の総合化． 体 系化 に対す る全学的な真剣な取り

組みを各大学 に要請している。 教育研 究組織について

も． 教養 課程と専門課程との分割が 一般教育 の実体 を

形式化 ・ 画一化 してき たことは否定でき ない 。 しかし．

4年 の枠内 における安易な一貫教育 で一般教育 を一方

的に圧縮． 削減 するのは如何 なものか。 科学技 術 の進

歩と学問分野の総合化 ・ 高度化 に対応した特色あ る一

般教育 と専 門 教育 の体 系化 や総合化 を考え る必 要が あ

ると思われる。

本学における一般教育 と専 門 教育 の見 直 しについて

は， 教養部． 各学部におい て真剣な取り組みが な され

てい るが ， それらの検討 を踏まえ て全学的な立場 から．

時代や社 会の新 しい要請に応じた大 学教育 の故草とそ

れにふさわしい実施組織の構築 に衆知を集め たいと思っ

ている。

今 一つ， 昨今 にわかにt世間の衆目 を集め ている問 題

に国立大 学の財 政 窮乏が あ る。 研 究 ・ 教育 に欠かせ な

い施設設備 費や研究 費の貧困は誠に寒心 に堪え ない と

ころであ る。 文教施設費などは10年前 の1 ,500億が 8 50

憶と半減 してい る。 教官当たり積算校 費もほとんど横

ぱい であ る。 科研 費は10年間に72%増え て558 憶になっ

たが ， 申請者の 3 割にしか当たらない 。 若手研究 者の

大 学離れも． このような研究 環境の悪さが その一因で

あ ろう。 昨年 国大 協会長 や幹 部の方 々が総理 や大 蔵大

臣などに会い財 政 当局 の配慮を要請した。 国立大 学 の

活性化 のため ， 思い 切ったテコ入 れを願 ってやまない。

最後に， 年頭 に当たり． 教職員の皆様方 のますます

の御健康 ， 御活躍 ， 御多重容を祈念するとともに． 富山

大 学の更なる前進 を期 待してやみませ ん。

（平成3年 1 月 4 日記）
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てlj乙一

平成3年度大学入試センター試験が

実施される

平成3年度大学入試センタ ー 試験が． 去る 1 月 1 2日

（土） ' 1 3日（日 ） の両日に わたっ て ． 全国351 会場 で一

斉に 実施され ました。

今年度 が 第 2 回目となるこの試験に は． 国公 私立大

学115大学（昨年 度 よ り 7 大学の増） の参 加 が あ り．

全国の志願 者数 は＇ 455 , 8 55 名 と過去最 高 となりまし

た。

富 山 県 内 では＇ 6, 176名 の志願 者が あ り． 富 山 大 学

（志願 者5 ,096名 ） と富 山 医科薬科大学（富 山 県 立富 山

中部高校試験場 ． 志願 者1 , 080名 ） に おい て ． それ ぞ

れ 実施され ました。 （表紙写真参 照）

本学試験場 では． 大 学入試センタ ー 試験富 山 大 学試

験場試験実施要項に 基づき ， 各 学部及 び 教養部の6 試

験場に 分 かれ て ． 大井 学長 を実施本部長 とする568 名

の教職員（富 山 県 立大 学1 9名 を含む。 ） が試験に携わ

り， 無事 終 了し ました。

なお． 本学試験場に おける受験状況 は． 次のとおり

でした。

また． 本年 か ら受験 者及 び 父兄等の控室 は， 学生 会

館 のほか黒田講堂のホ ー ル ・ 会議室 も当て られ ． 好評

を博しました。

（受験状況 ）

＼＼＼ 1 月 1 2 日 (±) 
試験教科 外 国語 数 学 （A) 数 学 但） 理科 似）

時 間 I 0: 0 0 12・50 14: 4 0 16・30 
～1 1・20 ～13: : 5 0 ～I 5: 4 0 ～I 7: 3 0 

志願者数 5,096名 5,096名 5,096名 5,096名

受験者 4,885名 4,576名 4,360名 1,870名

受験率 95.86 % 回80% 85.56 % 36.70 % 

＼＼、 1 月 13 日 （日）

試験教科 理科 （B) 国 宝回 目五 社 会 理科 （。

時 間 I 0: 0 0 12 3 0 14: 4 0 16: 3 0 
～l I : 0 0 ～13:50 ～15 u ～1 7 : 3 0 

志願者数 5,096名 5,096名 5,096名 5,096名

受験者 1,796名 4,833名 4,516名 l，回4名

受験率 35.24 % 94.84 % 関.62% 35.79 % 

（注 ） 1 . センタ ー試験は 各大 学が 指定する教科 ・ 科
目 の中から志願者が選択 するため ． 教科 ・ 科 目

に より受験者数 が大き く 異なって いる。
2. 試験 教科のうち 数 学 仏）は数 学 I， 数 学 （B） は数

学II. 工業数 理 ， 簿 記会計I • Il， 理科 （A） は物
理 ． 地学， 理科 （B） は化 学． 理科 I， 理科 （C）は生
物 の科 目 である。

企 大学入試センター猷験の第1限（外国語 ） に挑む受験生の真剣な表情
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留学生の宿舎問題の推進を確認 一一一

平成元年11月 に 設立 ・ 発足した富山県留 学生 等交 流

推進 会議 （議長 大井富山 大 学長 ） の第 2 回 会識が ．

去る11月 28日（水 ） 名 鉄 ト ヤ マ ホ テ ノレ「薫 風の間」で

開 催されました。

会議 では， 具体的活動 内容を鋭意検討している同 会

議運営委 員会でまとめ られた事項 の報告があり． これ

に 基づいて 「富山 県 内在住 の外 国人留 学生 等の支援方

策 に ついて」協議 され， 宿舎 費の補助 及び 宿舎 の確保

に 関して． 概要 次のとおり積極的に 関係各機 関が 推進

していくことが 確認されました。

0 宿舎 費の補助

付） 民 間ア パ ー ト 等に 入居 している私費外 国人留

学生 に 対する家賃 の一部補助

（ロ） 敷金． 礼金を支払っ た場合 の無利子に よる融

資 制度

0 宿舎 の確保

付） 大 学に おける留 学生 会館 の設置

（ロ） 企業 の社 員寮 の開放

り 民 間ア パ ー ト 等の借 上げ （指定宿舎制度 ）

や） ホ ー ムステ イの促進

c:a 崎町 議

企 開会の挨拶をする大井学長

また． 新 たに 構 成員として． 富山国際大 学． 大 山町

及 び富山 県 立大 学 の加 入 が 承認されました。

富山蛾留学生右主主主

企留学生の宿舎問題を当面の課題とすることになった

（参考 ）

（人） ｜ 本学に おける外 国人 留 学生 数の推移

20 

（凡例）

15 
門川川U平成2年度

mMNU平成元年度

mmm凶昭和国同年度10 

国

その他
府…
γ一
一

事岨 国 事睡

� 中 マ台 ” テアグ 番 ブ

ギァ
マベ 1三3 イン フリピィ

tt 
レ τァ 方 ト 摘 要三町島〆 『亨 ,, ナ

国 ア 潤 園 ラ港 Jレ オ ム 三 ド ニノ

昭京阪存度 7 4 2 1 1 15 

平成元年度 13 10 4 1 1 3 1 33 

平成2年度 21 19 7 1 2 3 2 1 2 1 1 1 61 

（注 ） 上記数は． 各年度 の10月 1 日現在の在籍外 国人
留 学生 数であ る。
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一一一 篠原三代平 東京国際大 学 教 擾が講演 一一一

本学 経済学部 では． 日本海 経済研 究所 の主催で毎年

公 開講演会を開催し てい ますが， 今年度 は． 東京 国際

大 学 篠原三代平教授 を招へいし て去る11月 28日（水），

「 経済大 国の興隆と衰退J とい うテーマで． 黒田講堂

大 ホールに． 学 生． 教職員， 卒業 生． 一般市民など，

ほぽ満員の420名 余りの聴衆を集め て行 われました。

企 講演する篠原東京国際大学教授

最初 に． 吉原節夫所長 （経済学部長）が開会の挨拶

に 立っ て． 日本海 経済研究所 の沿革， 活 動 などについ

て述べるとともに， 経済学部 に設置 される予定の大 学

院 の説 明 を行 い まし た。

続 い て， 篠原教授 が熱っ ぽく次の要 旨の講演をされ

まし た。

先 ず， 産業発 展 の歴史をみると， 経済大 国と貿易相

手国との間で． 篠原教授 が名 づけたプーメ ラ ン効果

（逆輸入 効果）が出てくることを解説し ， それが過去

には英米聞 におい ても起きたが． 最近では日本の技術

や企業 が新 興工業 国に進 出し 安い 製品が逆に日本に

向けて輸出され当該産業 に打撃を与える現象がみられ

ることを説 明 されました。

次い で． 日米両経済大 国の関係に焦点をあ て． 実証

的な数値をあ げながら． 現在のアメ リ カは産業 のダイ

ナ ミズムがな くなり． 過剰消費体質が定着し てい ると

指摘されまし た。 その上 で． 日本でも内需肱大と経済

収支の黒字が続 い てい るが その黒字のGNP比率 は

年 々下がってきており 内需拡大 だ けを推進 するなら

- 6 -

ば， アメ リ カ同様過剰消費体質が定着し 経済収支も赤

字となる事 態が生 じ ， 経済大 国とし ての地位も短命に

終 わると警告され， 今大 切なことは内需拡大と経常収

支のパラ ンスをとるととであ ると強調されまし た。

そし て， 膨大 な経常黒字をもっ日本は， 米国と一体

となっ て国際 経済の混乱を阻止する責任をもっ ており．

そのため には経常黒字を持続 することが重要 であ ると

「 経常黒字不可欠説J を主張されました。

最後に， 現在日本に求め られてい る資金援助 につい

ては． 資金還流 の原理 ・ フ ィ ロソフ ィ に基づい て． 人

道主義的援助． 低 開発 国援助 ， 食糧 ・ エネルギ ー の安

全保障 ， 地球 環境保全， 教育 文化交流， あ るい は累積

債務国の下 支え， 基軸通貨ドノレの安定のため に支出さ

れるべきであ ると教示され． 全世界の中の日本， アジ

アの中の日本とし て， 両方バ ランスさせ ながら， 大 き

な役割を演 じ なければならない ， と結ばれまし た。

』h一般社会人を含め満員の聴衆がつめかけた黒田講堂ホール

《篠原三 代平教授 の略歴》

1919 （大 正8 ）年 ， 富山県 高岡市生 まれ。

高岡高 等商業 学校， 東京商科 大学 卒業 。

一橋大 学教授 ， 経済企 画庁 経済研究所長 ， 成媛大 学

教授を経て， 現在， 東京 国際大 学教授。 （財 ） 統計

研究 会理 事 長 ， （財 ）アジ ア経済研究所会長 等を歴

任。 1988年 には日本学士院 賞を受賞された。

「産業構 造論」 （筑摩書房1966年 刊 ）， 「ミクロ経

済 学J （筑摩書房1979年 刊 ） 等． 著書 ・ 編著書多数。
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五福地区構内一斉清掃の実施で環境美化を図る

去 る12月 3 日（月）の午 前 中に， 本学五福地区 構内清

掃 が一斉 に実施され， 大 勢の職員の参加 により各建物

の周辺が美化 されました。

当日 は， 時折陽は射 すものの冷たい雨もばらつく天

候ではあ りましたが． 自 分 たち の職場 の環境美化 と．

教育 ・ 研究 の場 にふさわしい環境づくりのため， 参 加

した職員は入念 に空缶や空瓶． 紙屑． タ バ コ の吸い般

. 歩道の落葉を掃き寄せる職員たち

一理学部で－

等のごみを拾い， あ るいは落葉を婦き 寄せ る 等． 熱心

に清掃を行 いました。 この結果， 思いがけないほど大

量 のごみが集め られ． 職員一同驚き の声を上げ ていま

した。

なお， こうした職場 環境美化活動 を今 後とも続け た

方 がよい． との感想 が聞かれ， 環境美化 意識の高揚が

うかがえ ましたo

企 大量に集積された空缶等のごみ

� くコ 学術講演会を開催 じ＞ 炉

コ ペンハー ゲ ン大 学地球物理 学研究所のH. B . ク

ラセ ン准 教授 が． 本学理 学部雪氷 学講 座 を訪問 された

のを 機 会に， 去 る12月 1 日（土）同博士 による講 演「極

地氷床に記録された 古環境変動 」が理 学部2 号 館 第 3

講 義室 にお いて行われました 。

講 演 は． 地球 の古 環境， 特 に気候変動 についてス ラ

イ ド ・ ビデオ を 活用して， 楽しく， 判りやすく説 明 さ

れており， 約30名 の教官 ・ 学生 がリ ラッ ク ス して聞く

ことができ ました 。

また． 同講演 において， 現在， グ リ ー ンランド で進

行中のグ リ ップ（Gr eenland Iceco re Project） とい

う氷 床深層コア掘削 ・ 解析 計画についての最新情報 も

紹介 され， 環境変動研究 の最前線 を身近 に感じるこ と

ができ． 極め て有意義でした 。

また ． 雪 氷 学講 座 10周年記念講 演 会が， 去 る 1 2月 22

日（土）黒田講堂 会議室で開 催されました。

先 ず． 同講座 の庄子助 教授 から． 南極やグ リ ー ンラ

ンドの氷床におけるボー リ ング コ ア研究 の地球 環境科

学的意義について． 実測デー タ を交え て紹介 されました。

次いで， 川田助 手が雪氷 学講 座発 足 以 前 の富山大 学

における雪氷研究 の歴史と雪崩研 究 について紹介 しま

した。

最後に， 対馬教授 が同講座発 足後の歩みと主な研

究 テ ー マ について． 当時のス ライ ドを用いて紹介 しま

した。

同講座 の卒業生 や在学生， 教官など約50名 の出席者

には10周年 記念誌が配布されたほか， 会場 には卒 業 論

文集， 教官の研究論文集． 講 義テ キ ス 卜その他 教育 ・

研究 成果の展示もされ， 講演 会は盛会裡に終了 しまし

た 。 （理 学部）

一7-
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＠岨市@oo©Gl岨暗＞＠.

人 事 異 動

異動区分 発令年月 日 氏 名 異 動 前 の 所 属 官 職 異 動 内 内甘ー－

採 用 3 .  1 .  1 杉田 昇 文部事務官（庶務部庶務課 ）

3 .  1 .  1 泉 三郎 庶務課課長補佐 教育 学部事務長
昇 任

，， 岡 田 東 彦 庶務部庶務課専 門 職員 庶務課課長補佐

配 置 換 3. 1 .  1 加 賀見 実 経理部主計課総務係長 庶務部庶務課専門職員 （研究協力担当）

辞 職 2.  1 2. 31 石 野倶行 教育 学部事務長 辞職を 承認する

併 任 3 .  1 .  1 加 賀見 実 庶務部庶務課専 門 職員 経理部主計課総務係長 （～ 3. 3. 3 1) 

A拍手 事
県�.

平成3年度富山大学学生募集要項

（募 集人員）の変更を発表

本学は． 平 成3年 1 月 9 日 （水 ） ， 平成3年度富山 大 学学生 募集要項 のうち 募集人 員を 次のとおり変更する旨発

表しました。

平成3年度富山大学学生募集要項（募集人員）の変更について

1 . 募集人 員

(1) 経済 学部「昼間主コ ース 」 経済 学科「144名 」を 「159名 」に変更する。

(2) 理 学部数学科 「43名 」を 「53名 J に変更する。

2 . 入 学者選 抜方 法 等

変更後の募集人 員についての入 学者選按方 法 は， 既に募集要項 で発 表したと

お り行 う。

-8-
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平成· a.：算獲 ：.入学志願者1数｛穣定：帯齢制閥的
学 部 学 科 ・ 課 程

平 成 3 年 度 平 成 2 年 度
備 考

募集人 員 志願者数 倍 率 募集人 員 志願者数 倍 率
人 文 学 科 95人 743人 7. 8倍 95人 322人 3.4倍

人 文学部 語 学 文 学 科 95 593 6.2 95 359 3. 8 
計 190 1 336 7. 0 190 681 3. 6 

小
養

学
成

校 100 505 5.1 100 412 4.1 
教 員 課 程

中 学 校 50 393 7 .9 50 331 6.6 
教 員養 成 課 程

教育 学部 養 護
養

学 校 20 126 6. 3 20 139 7 .0  
教 員 成 課 程

幼 稚 圏 30 205 6.8 30 234 7. 8 
教 員養 成 課 程

情 報 教 育 課 程 40 230 5. 8 40 183 4. 6 
計 240 1 459 6.1 240 1,299 5.4 

経 済 学 科 159 831 5. 2 144 797 5.5 
昼 間 主 経 営 学 科 124 749 6. 0 124 823 6. 6 

コ ー ス 経営 法 学科 102 551 5.4 102 912 8. 9 

小 計 385 2 131 5. 5 370 2 532 6. 8 
経 済 学部 経 済 学 科 20 63 3.2 20 89 4.5 

夜 間 主 経 営 学 科 20 63 3. 2 20 57 2.9 

コ ー ス 経営 法 学科 20 57 2 .9 20 56 2. 8 
小 計 60 183 3.1 60 202 3. 4 

言十 445 2 314 5 2 430 2,734 6. 4 

数 学 科 53 449 8.5 43 320 7. 4 

物 理 学 科 35 157 4. 5 35 187 5. 3 

理 学 部
化 学 科 43 154 3.6 43 150 3. 5 
生 物 学 科 35 241 6.9 35 266 7. 6 
地 球 科 学 科 27 192 7.1 32 170 5. 3 

計 193 1,193 6. 2 188 1,093 5.8 
電 気情 報 工学 科 132 900 6.8 132 580 4. 4 
機械 シ ス テ ム 工学科 101 692 6. 9 101 734 7 . 3  

工 学 部 物 質 工 学 科 83 678 8. 2 83 676 8.1 
化 学 生 物 工 学 科 86 745 8. 7 86 369 4. 3 

言十 402 3 015 7. 5 402 2,359 5.9 
1 ロ.. 計 1 470 9,317 6.3 1,450 8,166 5. 6 

（注 ）1 . 募集人 員には， 経済学部 「昼間コ ース j 経済 学科 の増員(15 ）及び理 学部数学科 の増員(10 ）を含む。
2 . 理 学部の募集人 員は， 定員一 部留保第 2 次募集人 員物理学科 (12）及び地球科 学科 （ 5 ）を除く。
3 . 人文学部． 経済 学部， 理 学部， 工学部の志願 者数には， 先 に実施された推薦入学， 社 会人特 別選抜 の志願 者

(436）を含む。

- 9 -
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j寒波3業；獲嘗l.l.l栄学推薦；�：学：，帰国•·予！女：・技会＊；；特別選抜状況
（平 成3年 2月 9 日 ）

区
学 部 学 手ヰ 等 募集人 員 志願者数 受験者数 欠席者数 合格者数分

人 文 学 科 10名程度 40 人 38 人 2 人 7 人
人 文 語 学 文 学 科 29 29 。 7 

計 10名程度 69 67 2 14 
経 済 学 科 24 24 。 13 

推
昼コ

経 営 学 科 30名以内 32 30 2 18 間l
経営法学科 1 。 。主ス

経済
計 30名以内 57 55 2 31 

経 演 学 科 16 16 。 11 

夜間コ！ 経 営 学 科 20名程度 13 13 。 5 
薦 主ス 経営法学科 11 11 。 6 

3十 20名程度 40 40 。 22 

理
数 学 科 6 名 以内 128 125 3 6 

計 6 名以内 128 125 3 6 

入 電子情報工学科普通・理数科 13名以内 35 35 。 13 
電子情報工学科専門（工業） 6 名以内 11 11 。 6 
機械システム工学科普通・理数科 10名以内 21 20 1 10 
機械システム工学科専門（工業） 5 名以内 6 6 。 2 

工 物質工学科普通・理数科 8 名以内 17 16 8 
学 物質工学科専門（工業） 4 名以内 2 2 。 。

化学生物工学科普通・理数科 8 名 以内 12 12 。 8 
化学生物工学科専門（工業） 4 名以内 2 2 。 。

計 約58名 106 104 2 47 
lロ... 計 124名程度 400 391 9 120 

人 文 学 科 若干名 。 。 。 。
人 文 童ロ五ロ 学 文 学 科 若干名 。 。 。 。

言十 若干名 。 。 。 。
帰 経 済 学 科 。 。 。 。
国 昼 コ

経 営 学 科 若干名 。 。 。 。
子

経済 間l
経営法学科 。 。 。 。主ス

女 2十 若干名 。 。 。 。
特 数 学 科 若干名 。 。 。 。
別 物 理 学 科 ，， 。 。 。 。
選 化 学 科 ，， 。 。 。 。
抜

理
生 物 学 科 。 。 。 。，， 
地 球 科 学 科 ，， 。 。 。 。

計 若干名 。 。 。 。
止ロ』 言十 若干名 。 。 。 。

人 文 学 科 若干名 4 3 
人 文 語 学 文 学 科 ，， 6 6 。 2 

社
計 若干名 10 9 3 

fi 
経 済 学 科 7 7 。 3 

人
特 経済

夜間コI 経 営 学 科 20名程度 9 9 。 8 

,'61] 主ス 経営法学科 9 9 。 7 

選
言十 20名程度 25 25 。 18 

抜 理
生 物 学 科 若干名 。 1 

計 若干名 。 1 
1』3 計 20名程度 36 35 1 22 

総 計 144名程度 436 426 10 142 

nu
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平成2年度文部省在外研究員派遣者の決定

種 類 部 局 名 職 名 氏 名 主滞に派た在地遣る 滞先の嵐在のす地信名 る鳶及冨名 び名並当2び. 調 査 研 究 題 目 派遣 期 間

オタワ イオ ン会合 に基づく分 離 ・ 前 濯縮 平成3年3月20日

若手教官 理学 部 助 手 笠原一 世 （カナダ） 法 による環境水 中の微量成分 の分 ，、‘’
カナダ国立研究所 析 に関する研究 平成4年1月19日

平成3年度日本学術振興会各種事業内定者の決定

0 特定国派遣

部 局 職 氏 名 派遣国 主た る訪問先 研 究 課 題 名 派 遣 期 間

人文学部 教 授 藤 井 一行 ソビエト連邦 ソ
ソ
瀞連史伴研 究ア 所カデミー1920年 代のソ連 における初 期 ス タ 平成3. 5. l～3. 6.ll ー リ ン主義の研究

，， 助教授 檀上 寛 中華人民共和国 中国人民大学
明 朝

関す
専制国家と支配イデオ ロギ ー 平成3.10. l～4. 7. 31 

に る研究

0 国際共同研究

部 局 職 氏 名 相手国代表者所属 ・ 職・氏名 研 究 課 題 名 研 究 期 間

ソピエト連邦．科学アカデミー極東支部 極東 地域 の河川 生 態系の構造と機 平成3. 4 .  1 
教 育 学部 教 授 田中 晋 生物学土境学研究所研究室長 ～ 

E.AMakar chenko 能に関する研究 平成5 . 3 . 31 

0 外国人招へい研究者

部 局 職 氏 名 招へい研究者所属 ・職・氏名 研 究 課 題 名 招へい 期 間

オーストラリア．クインズランド大学 再野生化家畜に関する地理学的研究 平成3. 9 .  1 
教育学部 助教授 高 橋春成 ～ 

経済学科教授，T i sde 11, C. 一日 本と オース ト ラ リ アの比較研究一 平成3. 10. 15  

1i

 

Ti
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／附属養護 学 校のスク－ )[.. ＇�スが新車に更新される ノ
去る12月19日（水）本学 教育学部附属養護学校 にモダ

ンなス クールパス が納 車されま し た。 新 車のス クール

パス は． 白を基調に緑 と黒のス ト ライブが横に入 った

糟惇なス タイルを し た， 日産ディーぜjレ(1 85馬力）

の45人 乗りのデラックス パス です。 また， 室 内装 備 と

し て． 冷暖房設備はもちろん， ビデオ デ ッキ付き カラー

テ レ ビやボ ト ルクー ラー まで付 い たし ゃれたものです。

納 車の翌日には． 富 山成田山での安全祈願 のお被い

を受け． 小春日和の陽光がまぶし い 街頭に関係者を乗

せて 試 乗会が行われ， 被露 されま し た。 なお， 残念 な

ことに待ちに待った児童・生 徒へのお披露目 は， 冬期

休業 期間中 とい うことで． 新学 期 までお預 けとなりま

し たが， 本当にピックなお年 玉になります。

生 部会委 員， カウンセラー の教官， そし て中 国． マレー

シアなど11カ国61名 の留学 生 等． 併 せ て125名 の出席

を得て開催されまし た。�，， ち1

袋、 ’ 主婦

企 頼醸会の冒頭を飾った学長の挨拶

記怒，..，�’込P

企 更新されたモダンなスクールパス

... 自国の歌を披露する留学生たち

円／】噌』ム
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ミコンヘンの墓捜し

lnsel社 から F.un dG. Oberhauser編の ・Litera­

rischer Fuhrer durch die B un desrepublik Deutsch­

land eという便利な本が出ています。 訳すとタ イ ト

ル は 「文学旅行案内 ド イツ連 邦共和 国版」というと

ころでしょうか。 町 別の索引 と作家 別がついていて，

例え ばイプセ ン (Ibsen） と引 くとミ ュ ンへンとベル

リ ンに記述があ って． このノル ウ ェー の劇作家 は1880

年 から1891年 までの長 き にわたってミ ュ ンへンに住 ま

いし， その最後の 6年 は Maximilianstra�e の32番

地に住 んで． しかもそこには記念桓が掲げ てあ る。 ベ

ル リ ンではス ト リ ン ド ペル イ （AugustStrindberg) 

やハ オプ ト マ ン （GerhartHauptmann ） と共 に，

Po ststraSe の23番地にあ った，Kno blauchhaus< 

（訳せ ばニンニク 屋 ） という酒場 の 常連 だ った． とた

ち どころに分 かります。 作家 一人 一人 の伝記を調べて

もなかなか番地までは書 いていませ んから， この本の

重宝さが分 かろうというものです。

初 版は1974年 に出ていて． まだ 東 西の冷戦の続 く中，

ド イツ統ーなど夢のまた夢の時 代ですから， いわゆる

西 ド イツの町 々の案内で． 東 ド イツ， すなわち 国とし

ては消減してしまった ド イツ民 主共和 国の町は載って

いませ ん。 660 ペ ー ジもの大 部な本で， ち ょっと旅行

鞄に忍ばせ るには重すぎたのですが． 今 は同 じInsel

社 から， ペ ー パ ー ・ パ ック 版が出ていて， 紙も薄くなっ

て， 版も小振りになったので， これなら旅行するとき

に持 ち 歩くのも可能 です。 しかも初 版にあ った色々な

間違いを訂正してあ ります。 これは ド イツ文学に少 し

でも関わった者が， ド イツにでかける時は， 本当に必

携の本です。

昨年 3月 ， 文部省の在外 研 究 員でミ ュ ンヘンに行き ，

早速これを買い求 め ました。 そして滞在中， ミ ュ ンへ

ンに関係した作家 がどこに住 んでいたのか， どんな記

念板が掲 げ てあ るのか， どんな墓に眠っているのか．

捜し歩き ました。 これが私たち のような外 国屋 が， 外

国に行った時の楽しみの一つなんです。

人 口130 万足らずの都 市ミ ュ ンヘンは， 日本の大 都

人文学部 助 教授 北村 純一

会に比べると大 したことはあ りませ んが． これで ド イ

ツ連 邦共和 国第 2 の大都 会で 文化 的な歴史を誇る都

市ですから， 多くの文学上の出来事 の舞台になってい

ます。 その一つがパリのカ パ レ ッ ト ，ChatNo ir < 

（黒猫） をモデル に1901年 に創られたカパ レ ッ ト ，Elf

Scharfrichter < (11 人 の死刑執行 人 ） です。 （カパ

レ ッ ト というのは日本でいえ ば寄席のようなものです。 ）

ここでは政 治批判， 社 会批判のシャンソンが歌われた

り， 寸劇が上演されたりしました。 これはミ ュ ンヘン

大 学のすぐ裏の通りTurken stra�e の28番地 にあ り

ました。 このカパ レ ッ ト rn人 の死刑執行 人 」で活 躍

したのが劇 「地霊」 ( Erdgeist) , 「バ ンドーラの箱j

(Die B uchse der Pan do ra） で日本にも紹 介 され て

いるフ ランク ヴェーデ キ ン ト （ Fran kWedekin d）でl

す。 プレ ヒトも若い時はヴェー デ キ ン ト のフ ァンで，

ヴェー デキ ン ト が1918年 3 月に突然 亡くなったとき に

は， 新 聞に熱烈な追悼文を書 き ， 当時まだ住 んでいた

生 まれ故郷アオク ス プル ク （Augsburg） で友人 達 と

慰霊祭を行い． わざわざミ ュ ンへンに葬儀に参 加 する

ため に出かけ， 棺の中のヴェーデキ ン ト の遺体 を見 て

います。

このヴェーデキ ン ト の墓はミュンヘンの西南部にあ

る，Waldfrien dho f < （訳すと 「 森林墓地J ） にあ る

と， 先 述の 「文学旅行 案内 ドイツ連 邦共和 国版」に

は書 いてあ ります。 これは是非見 に行 かねばなりませ

んD墓場 の何 処 にあ るのか， 詳しいことは分 かりませ

んが， 普ベル リンのユグノー 教徒の墓場 でプレ ヒ ト や

へー ゲノレの墓を捜したり， テュー ピンゲ ンの市営 墓地

でヘル ダー リ ンやウー ラン ト の墓を留 学仲 間に案内し

てもらったり， ゲ ッテインゲ ンの市営 墓地で物理学者

オッ卜ー ハ ー ン COtto Hahn） や数学者フ ェー リ ック

ス ク ライン（FelixKlein） の墓を捜したり． 挙 げ

句の果ては， ト ゥリアで生家 を見 たもので最後の場 所

も見 ておこうとロン ド ンのマル ク ス の墓を見 に行 った

りした経験 から， 有 名 人 が葬られ ている墓場 にはそれ

が墓場 の何 処 なのか丁寧な案内のあ るのが普通ですか
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ら， なんとかなるさと． この 「森林墓地」に 5 月 6 日

に出かけて行き ました。 ところがこれがとんでもない。

墓地の区 画が描いた地図が． 掲示桓に貼ってあ るだ け

で． 有 名 人 の墓の案内などどこにもあ りませ ん。 この

墓地は東 西 2 キ ロメ ー ト ル位 の幅でノの字形に南西に

2 キロ半位伸び ています。 この名 前 どおり森林そのも

のが墓地になっているだ だ っ広い敷地の中の無数の墓

の墓名 をいち いち 読んで行く忍耐力はいくらなんでも

持 ち 合 わせ ませ ん。 墓参 りに来た人 が餌をやるせ いか．

人 なつっこくよって来るリスに聞くわけにもいき ませ

んし． 諦めて帰ろうとしたら． 掲示桓に本の宣伝が出

ているのに気づき ました。 ，Wer? Wann ? Wo ? 

Person lichkeiten in Mi.in chn er Friedhるfen＜とし、

う本です。 タ イ ト ノレ は訳すと 「 誰が ・ 何 時 ・ 何 処 で

ミュンへンの墓場 の有 名 人J となります。 ああ これを

買えばいいのかと思って． さっそく本屋 に行って尋ね

たら． さすが郷土愛の特別強い土地柄， ち ゃんと置い

てあ りました。 ところが買って帰ってよく見 たら肝心

の墓地の細かな地図が無いんです。 読んでみてやっと，

この本は続 編で， 前 編の，LetzteHeimat f「最後の

故郷」というのを買えばいいんだ と分 かりましたo そ

れで次の日． この前 編を買って来ました。 とれもよく

でき た本で． ミュンへンの墓地に葬られている有 名 人

（といってもミュンへンのローカル な有 名 人 が殆どで

すが， ）の略歴 が書 いてあ って， 何 年 何 月 何 日に亡く

報 第 322号

なって． ミュンへンにいくつもあ る墓地のどの墓地に，

しかもその墓地の． 日本の住 所流 の言い方 をすれば何

丁目 何番地何 号 に葬られているかが載っています。 い

わば墓地のア ド レ ス ・ ブ ック です。 ミュンへンのいく

つもの墓地の詳しい地図も載っていますから． それで

墓場 の何 処 なのか一目 瞭然 に分 かるようになっていま

す。 この本の助 けでなんとか5月 9日に見 つけ出した

のが， この文に付 けて載せ てもらった写真 に写ってい

るヴェーデ キ ン ト の墓です。 捜し出してみたら， 直径

50セ ンチ程高 さ 2 メ ー ト ル程の円柱の下 から 3 分 の 2

程の高 さのところにヴェーデキン ト の レ リーフがあり，

その円柱の 上に金色の球 が乗っていて， しかもその 上

にペ ガ ソスが羽撃いているという． まあ 趣味の良さを

讃えるにはち ょっと鴎踏したくなる派手な墓石でした。

筆者は， 平成元年度文部省在外研 究 員として，

平成2年 3月 1日から平成2 年12月 31日までの間

「 ド イツ ・ パ ラーデ史の研究J のため ， ド イ ツ連

邦共和 国 ・ ミュンへン大 学へ外 国出張 されました。

企 劇作家 フランク ヴェーデキント の墓
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関
（法

係
＇＂＂世相官＂＂＂＂時四＂＂＂＂＂担咽団

法 令
律）

。 一般職の職員の給与等に関する法律の

一部を改正する法律（79)
。 日本体育 ・ 学校健康 セ ンタ ー 法 の一部

を改正する法律（85)

（省 令）
。 国家 公務 員 等の旅費支 給規程の一部を

改正する省令（大 蔵39)
。 旅券 法 施行規則の一 部を改正する省令

（外務 9 ) 

（規 貝IJ)
。 人 事 院規則15-11 （職員の休暇） の一

部を改正する人 事 院規則

（人 事 院15-11-2 )
。 人 事 院規則1 - 4 （現行の法律， 命令

及び規則の廃止） の一部を改正する人

事 院規則（同1 - 4 - 9 )
。 人 事 院規則9 - 6 （俸給の調整額） の

一部を改正する人 事 院規則

（同9ー6 -17) 
。 人 事 院規則9 - 7 （俸給 等の支 給） の

一部を改正する人 事 院規則

（同 9 - 7 - 5 )

第6回学寮補導委員会 (11月1 日）

（審議事項）

(1) 当面の諸問 題 について

(2) その他

第3団体育部会 (11月6 日）

（議 題）

(1) 平成2 年度 在来生合 宿研修 について

(2) その他

12. 26 

12. 27 

12 

12. 17 

12. 25 

12. 26 

12. 26 

12. 

。 人 事 院規則9 - 8 （初任給． 昇格 ， 昇 給

等の基準） の一部を改正する人 事 院規則

（問9 - 8 -14)

。人 事 院規則9-13 （休職者の給与） の一

部を改正する人 事 院規則

（同 9 -13ー1 ) 
。 人 事 院規則9 -34 （初任給調整手当） の

一部を改正する人 事 院規則

（同9 -34-6) 
。 人 事 院規則9 -40 （期 末 手当及び 勤勉 手

当） の一部改正する人 事 院規則

（同 9 -40 -8) 
。 人 事 院規則9 -57 （教 職調整額の支 給方

法 等） の一部を改正する人 事 院規則

（同 9 -57- 6 )  
。 人 事 院規則9-68 （義務 教育 等教員特別

手当） の一部を改正する人 事 院規則

（同 9 -68 - 4 )  
。 最高号 俸 等を受ける職員の俸 給の切替え

等（問9 -9i) 

（告 示）
。 在外 教育 施設として指定する件

（文部127)

26 

12. 26 

12. 26 

12. 26 

12. 26 

12. 26 

12. 26 

12.26 

12 . 28 

第2回放射性同位元素総合実験室運営委員会

(11月8 日）

（議

(1) 
題）

組換え DNA 実験 の総合実験室使用許可につい

て

(2) 
(3) 

放射線防護 設備 について

その他
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第5回補導協議会 （11月8日 ）

（審議事項）

(1) 平成2年 度 在来生合 宿研修 について

(2) その他

第4回授業料等減免選考委員会 （11月8日 ）

（協議事項）

(1) 平成2 年 度 後期 分授業料免除者の選 考について

(2) その他

第7回学寮補導委員会(11月8日 ）

（審議事項 ）

(1) 風呂用温水ボイラー燃料費について

(2) その他

第9回評醸会(11月9日）

（審議事項）

(1) 平成3 年 度 富 山大 学 教育 専攻科 学生 募集要項 に

ついて

(2) その他

第10回事務協議会 （11月9日 ）

（議 題）

(1) 当面の諸問題 について

第2回大学入獄センター試験実施委員会 （11月20日 ）

（審議事項）

(1) 平 成3 年度 大 学入試 セ ン タ ー試験富 山大 学試験

場 の基本方 針（実施 体制）について

(2) 平成3 年 度 大 学入試 セ ン タ 一試験富 山大学試験

場 の試験室 ， 志願者及 び監督者の部局 別割当てに

ついて

(3) 平 成3 年 度 大 学入試 セ ン タ ー試験富 山大 学試験

場試験実施要項 について

第11回事務協議会 （11月22日）

（議 題）

(1) 当面の諸問題 について

第7回入学獄験管理委員会（持ち回り）(11月26日 ）

（議 案）

(1) 平 成3 年 度 富 山大 学入学試験 問題 作成委 員につ

いて（追加）

(2) 平 成3 年 度 富 山大 学入学試験 問題 採点委 員につ

いて

報 第322号

(3) 平成3 年度富山大 学入学試験 調査書 審査委 員に

ついて

(4) 平成3 年度富山大 学学生 募集要項 （募集人 員）

の変更について

(5) 平 成3 年度富 山大 学入学試験電子計算機処理委

員の交 替について

第4回附属図書館商議会(11月26日 ）

（報告事項）

(1) 平成2 年度北信越地 区 国立大 学附属 図書館 事務

（部 ・ 課）長会議 について

（審議事項）

(1) 図書 購入費の追加予算 について

(2) CD-R OMの導 入について

第3回情報処理センター運営委員会(11月27日 ）

（審議事項 ）

(1) セ ン タ ー 長の推薦 について

(2) 副セ ン タ ー 長の任期 について

(3) その他

第4回大学院委員会 （11月30日 ）

（審議事項）

(1) 富 山大 学大 学院 学則の一部 改正について

(2) 平成3 年度富 山大学大 学院理 学研究 科 （修士 課

程） 及 び 工 学研 究科 （修士 課程）第 2 次学生 募集

要項 について

(3) その他

第8国学寮補導委員会(12月7日 ）

（審議事項）

(1) 寮 生との話 し 合 い（いわゆる団交 ） について

(2) その他

第10回評議会(12月14日 ）

（審議事項 ）

(1) 富 山大 学学 長候補者選 挙管理委 員会の設置につ

いて

(2) 平 成3 年度富山大 学入学者選按試験推薦 入学及

ぴ社会人特 別選 抜合格 者の判定について

(3) 平成3 年度大 学入試 セ ン タ ー 試験富山大 学試験

場試験実施要項 について

(4) 平成3 年度富山大 学教育専攻科 学生 募集要項 に
ついて
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第00回構内交通対策委員会 (12月14日 ）

（審議事項）

(1) 富山大 学 五福地区構内交通規制に関する実施 細

学 報
第3国事務電算化委員会 (12月17日 ）

（議 題）

(1) 事務 用電子計算機 シス テ ム選定機 種の変更につ

第 3 22号

目 等の見直 し につい て

(2) その他

い て

第12回事務協議会 (12月17日 ）

（議 題）

(1) 当面の諸問 題 につい て

平成3 年公開講座第1回委員会 (12月18日 ）

（議 題）

(1) 委 員長の選 出につい て

(2) 平成2年度 公開講座 の実施状況 につい て

(3) 平成3 年度 公 開 講座 の実施 計画につい て

但） その他

＠ぽ可申舶を＂＇�＂＇泥沼化�·

率見 イ立
@00宅申附€＠00窓酎＂＂＂＂晴海隠居時剛釦電由町＠四回定羽町＂＇＂＇据砲店由

元本学 教授 植木忠夫氏は， 平成2 年11月 11日逝去

（享 年91才 ） されま し たが， 同氏の生 前 の功績に対し，

同日 付けで正四 位 に叙されま し た。

心掛けましょう

『冬 の 省エネルギー』

石油、天然ガス など のエネルギー資源は、地球 の貴重な財産ですo
特に、 こ のたび の湾岸地域にお け る紛争によ り 、国際石油情勢は一
層不透明 さ を増 し て き て い ま す 。

ま た 、資源 の無駄使 い は 、地球 の温暖化など地球環境 の悪化を招
く原因 と も な り ま す 。

日 頃か ら エネルギーを効率的に使用 して、地球に優 し い環境 作 り
に心掛 け ま しょう。

0 冬季は、暖房中の室内等 の温度が20℃を超えな い こ と 。
0 窓際 の照明を中心に3分 のl程度 の消灯を行 う こ と 。
0 不要不急 のマイカー の利用をで き る限 り 自 粛 し、大量輸送機関

を利用 する こ と 。
0 マイカーについては、経済速度による走行等に心掛けるこ と 。
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岨泥泡頃市

平成2年度全国公務員レクリエーション共同行事

富山地区車球大会で本学Aチームが優勝！！

平 成2年度 全国公務 員レ ク リ エーショ ン 共同行 事 富 山地区卓球大 会が， 去 る11月 3 0日（金）富山県総合体育セ ン タ ー

において開 催され ま し た。 今大 会には10事 業 所 から11 チー ムの参 加 があ り， 本学からはA, B の 2 チームが参 加 し

ま し た。

本学A, B両チー ムとも予選 リ ー グ 戦を快勝 し ， 決勝 トーナメ ン ト戦に進出 し まし た。 準決 勝 は本学チー ムどお

し の対 戦となり． 勝 ったAチー ムが決勝 戦でも勝 ち 優勝 し まし た。 一方 ， Bチー ムも 3 位 決定戦 に勝 ち 3 位 と なり

ま し た。

なお， 成績は次のとおりで し た。

富 山 大 学Aチー ム

富 山 医科薬科大 学チーム

富 山 大 学Bチー ム

勝

勝

位

優

次

（決勝トー ナ メ ント）

3 

（予選 リ ー グ ）

CA プロック ）

3 

富
山

大学

f立

少
年
鑑
別

2 

B 所

Bブ

ロ
ッ

クの

一

位チl

ム富
山

大学
B

3 

Cプ

ロ
ッ

クの
二

位チl

ム統
計
事
務
所

勝

5 

会ノ

ロ
ッ

クの
二

位チ！

ム富
山

大学
A

優

2 

Cプ

ロ
ッ

クの

一

位チl

ム裁

相j

所

2 

Bブ

ロ
ッ

クの
二

位チ1

ム少
年
鑑
別
所

4 

会ノ
ロ

ッ

クの一位チ！

ム富
山
医薬

大

チーム名 食糧事務所 富山大学A 中旬通産局 富山医薬大 順 位
食糧事務所 ＼＼＼ 0 -5 1 -4 0 - 5 4 位
富山大学A 5-0 ＼＼＼ 4 -1 2 -3 2 位
中部通産局 4 - 1 1 - 4 ＼＼＼ 1 -4 3 位
富山医薬大 5 -0 3-2 4 -1 ＼＼＼ 1 位

CB ブロック ）

チーム名 財務事務所 労働基準局 少年鑑別所 富山大学B 順 位
財務事務所 ＼＼＼ 2-3 2 -3 3 -2 3 位
労働基準局 3-2 ＼＼＼ 1 -4 0-5 4 位
少年鑑別所 3 -2 4 -1 ＼＼＼ 2 - 3 2 位
富山大学B 2 - 3 5 -0 3 -2 ＼＼＼ 1 位

一一一
一川一
一一一
山

cc ブ ロック ）

no
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学的：.w'.-2t HJ:i認.. :++ .$.?Js>2?> 

くピーチバレーボール大会〉

本学 レ ク リ エーション委 員会体 育 部会排球 班と文部省共済組合富 山 大 学支部共催による平成2年度 学内ピーチパ

レ ーボール大 会が， 去 る12月 1 日 （土）本学体 育 館 にお いて実施されまし た。

本大会は＇ 11チーム約70名の参加者を得て， トーナメン卜戦により行われ， 成績は次のとおりでしたo

工学部Aチーム

本部Bチーム

教育 学部Bチー ム

教育 学部Aチー ム （敗者復活戦）

勝

勝

位

位

優

次

3 

3 

CB グ ル ープ）CA グルー プ）

。

教

2 

本 経

2 2 

教工

。

人
文

人
文

経教工本

。

饗済

学部

育

学
学・

理
学
部
B

－

理
学
部
A

済

学

育

学
学

部初のピーチバレーポール大会であったが．
熱戦が繰り広げられた。

‘ 
部

B 

部

B B 

部

B 

部

B 

部

A 

部

A 

部

A A 

工学部A×本部B C 2×1 ) 
人文 ・ 理 学部Ax教育 学部B (1×2) 

ハ同u－EA

 

1位決定戦
3 位決定戦

教育 学部A×工 学部B ( 2×1 ) 
（敗者復活戦）
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＠«回出却を泡＂＂を泡ぽ泥沼＂＂電車岨市出町包泡＂＂定＂＇＂＂包血J(lを剛J(lを＠.IJ('r@

海外渡航者
＠«百泡＂＂を－司副知＂＂＇＇舶を庖岨市＂＇＂＂＂＂＇＂＂＂＂＇岨百＠岨百泡＂＂包泡岨噛

渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡 航 先 園 目 的 期 間

外 国 出 張 理 学 部 助 手 吉田 尚弘 タ イ 熱帯雨林 ・ 水田域 におけ る温 平成2 .12.11

室 効果ガ ス の挙動 の解明
～ 
2 .12.30 

経 済 学部 教 授 小松 和生 ス ベ イ ン ， ス ペ イ ン内乱に関する現地視 平成2 . 12.12 

ポ ノレ ト ガ ノレ 察

非線 形偏微 分方程式 に関する
2 .12.24 

海外研 修 旅行 理 学 部 助 教授 池田 柴雄 台 湾
平成2 .12. 2 

台湾・ 日本合 同研究 集会に出
席及 び研究打合せ 2 . 12.11 

教 養 部 教 授 梅村智恵子 イ タ リ ア 認知心理 学に関する研 究 資料 平成2 .12.19 

収集のため 2 12.28 

＇＂＇泥沼必耐を泡＂＂＂＇

職 員 ；荷 ，息
＠.（前官制酎＂＂＂＂＇包括主

〈新任者住所〉

工 学 部

助 教 授 佐々木 和 男

（電 気システム工 学 ）

人文学部・理学部

事務補佐員 三 浦 みより

（庶 務係）

〈住所表示変更〉 経済学部

人 文 学部 教 授 松 川 滋

教 授 山 口 博 （政策科 学）

（国 文 学） く労働経済論〉

助 教 授 小 川 洋 通 助 教 授 安 村 勉

（英 語 学） （基礎法 ）

く刑事訴訟法 〉

経済学部

文部 事務 官 安 部 保 子 工 学 部

（教 務係） 講 師 長 谷 博 行

（計算機 工 学）

〈住 所変 更〉

事務局・学生部

文 部 技 官 三 浦 伸 幸 教 養 部

（施設課機械主任） 助 教 授 豊 泉 周 治

（社 会 学）
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〈電話設置〉

教育学部

文部 事務 官 北 治 夫

（学 務係）

第 3 22号

助 教 授 Mary A nn M ooradiann 

（英 語） (M .A . ムラジアン）

附属図書館

文部事務 官 京 藤

（学術情報係長 ）

貫
谷亀姓門口子順LVU

 

〉

部

）

姓

学

員

室

理

佐

教

．

補

学

部

務

理

学

事

物

改

文

（

〈

人

水素同位体機能研究センター

助 教 授 松 山 政 夫

工 学 部

事務補佐員 赤 塚 正 子（旧姓 藤村）

（材料設計工学 ）

給与法：：の改蕊！こ：！？じ：z:x a: 
「一般職の職員の給与等に関する法律の一部を改正する法律案」は， 平成2年12月18日に第 120通常国会で成立し，

同月 26日平成2年 法律第 79号として公布． 施行 されました。

本学職員に関する給与等の改正内容は次のとおり。

1 . 俸給衰の改定

俸給表が別記のとおり， 平成2年 4 月 1日にさかのぼって改定された。 また， 初任給基準が改正され．一部

の在職者については， 昇給期 の短縮が図られ調整されている。

2 . 諸手当に関する改正

主な改正要点は次のとおり。

3. その他

通勤による災害を受けた職員の給与上の取扱いについて， 公務上の負傷， 疾病と同様， 平成3 年 1 月1日か

ら全額支給されることとなった。

〔諸手当改正要点一覧〕

給 与種目 改 正 要 ，点 根拠
用

法
年

令等
（適 月 日 ）

初任給調整手当 医師（医（一）適用者） ( 2 . 4 . 1 )  

支給額 最高 25 5,000円→265 ,000円 法 10条の3' 1項

2 医系教官｛医師免許所有者

（医（一）適用者を除く）｝

支給額 初年度 45,5 00円→47,000円
( 6年間据置） 規則9 -34，別表

支給期間 35年 （改正なし）

ワ臼
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非常勤職員の給与

俸 給の 調 整額

委 員， 顧 問， 参 与等の給与の引 き 下 げ

1 日 29, 600門 → 31,100円

定額 衰の改正

ただ し 書 の一部削 除

( 2 . 4 . 1 )  

法 22条1項

( 2 . 4 . 1 ) 

規則9・6， 別表第 2

教 職 調 整額 等 教職調整額が支 給されない 職員（教頭 ） の加算額 の引 上 げ

教（二 ）3 級 の者
> 6  100 門→6, 300門

教（三 ）3 級 の者
’ 

ただ し ， 次に掲 げ る場合 にあ っ ては， それぞ れの額 を6,100円

に加 算す る。

1 教（二 ）3 級17号俸の者・ . . . . . . · 900門

（直前 に教（二 ）2 級33号俸を受けてい る場 合 に限 る）

2 教（三 ）3 級22号 俸の者・ ・ ・ ・ ・ ・1 ,800円

（直前 に教（三 ）2 級38号俸を受けてい る場合 に限 る）

( 2 . 4 . 1 ) 

規則9・57, 3 条

住 居 手 当 1 借家． 借 聞 に係る手当額 の引 上げ

最高支 給限度額 21,000円→23,000円

（最高 支 給限度額 に対 する家賃額

43,500円→47,000円 ）

1 1,000円（改正な し ）基礎控 除額

全額支 給限度額 9,500円→10,000円

（全額 支給限度額 に対す る家賃額 ）

20,500円→21,000円

見 加 算 限度額 11,500円→13,000円

2 住宅居住 者 1,000円（新築 等の場合．

当該日から 5年＇ 2,500円 ） （改正な し ）

( 2 . 4 . 1 )  

法 11条の 7,

1項， 2項

期 末 ・ 勤勉 手当 手当額 の引 上げ

期 末 手当

3月 期 0.5月 分 →0.55月 分

6月 期 1.5月 分 →1.6月 分

12月 期 1.9月 分 →2.0月 分

（期 末 ・ 勤勉 手当 年間支 給割合

5.1月 分→5.35月 分 ）

新 たな加算額 の導 入

官 職の職制上 の段階， 職務の級 等を考慮 し た区 分 に応 じ ， 俸給

の月 額 及 び これに対 す る調整手当の月 額 の合 計額 の100分 の20以

内の額 を加算 する。

｜ 俸 給 表 I I 似 I n 15% I m 跳 I N 5 % I 
｜ 行 （ー ） I 11～10 I 9 ～ s  I 1 ～ s  1 5 ～ 4  I 

( 2 . 4 . 1 )  

法 19条の 3'

19条の 4

nL

 

ワ】
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行 政 職 俸 給 表 （ー ）
学 報 第 322号

卜＼職務の級 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 8 級 9 級 1 0 級 1 1 級

号 俸 俸給月額 俸給月額 俸給月 額 俸給月額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月 額 俸給月額 俸給月額 俸給月額 俸給月 額
円 円 円 円 円 円 円 円 円 同 円

§ un�� i!! 1 1 3 600 5�� j 1 7 . 300 gog ! :!!! 4 1 2r0� 24 7.400 
5 1 2  60 

l!l l!I lb �g� � l � ·�gg : · �� g�g 8 1 4 1 .  2og 600 !88 9 l ！�：�18 3 

!I! 
4 j: 回;° l �  �ngo o  �gg � 0 1 5 1  4 

264. 1
0 
〔Jg , 500 

12  j�r 0 ��l ·i08 "
HI !:i ,gl 13  l . 700 � 1 .  7 0 

｝！� ：080 
4!i: 1 4  I . 9og o� . 1go 4 

1 5  1 6 1 .�g 1 .2 0 
54.�gg 4 

1 6  162  0 pq�g 700 44�. 00 
1 7  3 6 1 . 00 0  ggg rn iU�88 tEd88 �i�.J88 400 
20 

�u�gg 700 
2 1  ro sgg 800 
22 323. 500 4� ， 1 399.500 

ll 
326. 300 4 , 400 

389 ：�gg 329. 200 ���：�gg 332.ogg 334.8 356,  00 
27 337.300 

�� 339, 700 

30 
31 

備考 こ の 表は 、 他 の 俸給表の適 用 を 受け な いす べ て の職 員 K 適用 寸 る 。 た だ し 、 第二十二条及 び附則第三項 K規定す る職 負を除 く 。

行 政 職 俸 給 表 （二 〉
｜＼職務の級 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級

号 俸 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額
円 円 円 円 円 同

1 3 9, 200 156,000 I 72. 200 195.900 222. 600 
2 I O I  800 1 45, 200 1 6 1 , 4 00 1 77. 700 202 400 2 29,400 
3 1 05.000 1 50, 500 166, 800 1 83.400 208 900 236.300 
4 1 08. 1 00 l 56.000 172. 200 1 8 9  600 2 1 5 .500 243,900 
5 I 1 1 . 000 160, 800 177  600 195,900 2 2 2  000 25 1 , 600 
6 1 1 4 ,400 165 600 1 83 ,300 2C2, 200 228, 50 0  259 600 
7 I 18,300 I 70, 300 189.200 208. 000 234 700 267 600 
8 I 22.400 l 75. 000 I 95, 100 2 1 3  600 240,500 275. 600 
9 127 300 1 79. 700 20 1 . 000 2 1 9,200 246. 1 00 283, 700 

1(〕 1 3 2.900 184. 500 206,600 224 700 25 1 , 700 2 9 1 , 600 
1 1  l 39.200 189, 400 2 1 2ρ00 229 700 257 .300 299.400 
1 2  1 45 .200 194 , 200 2 1 7 , JOO  234.800 26� 9 00 307,000 
1 3  1 50 400 I 99, 000 222 .200 239,900 26 600 3 1 4  700 
1 4  1 55, 500 203 500 227 0 00 245, 000 274  100 3 2 1 ,400 
1 5  1 59,900 208,000 23 1 ,  800 250,000 279 400 328, 000 
1 6  I 64, 1 00 2 1 2 , 100 236. 600 255, I 00 284,600 3 34, 500 
1 7  1 68,000 2 1 6 , 000 241 , 500 259, 600 289, 600 34 1 , 000 
1 8  1 7 1 , 900 2 19 700 246.500 263,800 294 300 346,800 
1 9  I 75, 1 00 223. 500 2 5 1 , 000 267,500 298, 7 00 352,300 
20 I 77,800 226, 100  255, 200 27 1 , 100  302.900 357,  1 0 0  
2 1  1 80,500 228.400 258,500 274.400 306,800 361  9 00 
22 183 200 230,  7υu 26 1 ,  500 277,600 3 1 0, 600 366,400 
2 3  186,000 233, 000 264, 1 0 0  280,600 3 1 3,400 369,800 
24 1 88 600 2 35, 100 266, 700 283,600 3 1 6, 1 00 
25 19 1  000 237, 200 269, I 00 286,300 3 1 8  600 
26 193 200 239 300 27 1 . 500 288,900 3 2 1 , 000 
27 195.400 2 4 1 , 500 273.800 29 1 , 400 
28 1 97 , 500 243 700 276. 100  293 600 
29 1 99,600 245,800 2 78 300 295,800 
3 0  2 0 1  600 24 7, 800 280, 500 
31 203 4 00 249 7 00 282.500 
32 205,200 25 1 6 00 

備考 こ の表は、 機器の運転操作、 庁舎の 監視 そ の 他の庁務及び こ れ ら K 準ず る 業 務 K 従事 す る職員で人事院規則で定め る も の に 適用す る 。
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指定職俸 給 表
号 俸 俸 給 月 額

円
5 1 8,000 

2 573,000 

3 637,000 

4 706,000 

5 760,000 

6 8 1 7,000 

7 888,000 

8 958,000 

9 J . 025,000 

10 l 092,000 

1 1  l , 1 5 7,000 

1 2 l , 1 80,000 

備考 こ の表 は、 事務 次官 、
外局の長、 大学の学長、
試験所又は研究所の長、
病院又は療養所の 長そ
の他の官職を 占 め る 職
員で人事院規則 て定め
る も の K 適用す る 。

教 育 職 俸 給 表

報一
寸
聞
〆’t、

一
表

－
給

学一
俸職育教

第 322号

＼ 職務 の 級 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級

号 俸 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額
同 同

� 
� 
6 
7 

i� 
g 
J 
u 
� 
�t 
� 
�o 
32 

�� 
35 
36 

備考 ζ の表は、 大学及 びとれ K準ずる も ので人事院の指定する ものK勤務する教授、 助教授 、 講師、

（二 ） 助手その他の職員で人事院規則で定め る も の に適用する。

教 育 職 俸 給 表 （三）＼職務の級 1 級 2 級 3 級 4 級

号 俸 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸給 月 額
円 円 円

� 
! 
i 

1 0  1�r: g 
13  ii�· i� 1 ‘ 

� 

���：��� 
僅差 p 的事 凶 且筆記主主(17{, d ァ れvr？量寸a ;;, （， ので人事院の指

定す る も の K勤務す る綾長、 教頭、 教諭、 養護教諭、 助教
諭、 実習助手その他 の職員 で人事院規則て定め る も の K適
用す る。

「＼職務の級 1 級 2 級 3 級 4 級

号 俸 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額
円 同

� 
i 
8 

16 
n 
�i 

ll 

� 
備考 こ の表は、 中学校、 小学．枚、 幼稚園及び こ れ ら K 準ず る

も の で人事院の指定す る も の K勤 務 す る校長、 園長、 教頭、
教諭、 養護教諭、 助教諭 そ の他 の職員 て・人事院規則で定め
る も の に 適用 す る 。

aA宅内L



平成3年1月発行

医 療 職 俸 給 表 （二 ）

ふ凶守ー 報 第322号

＼職務 の級 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 8 級

l 俸 給 月 額号 俸 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額
f'l 円 円

1 95 300 
円 円 円 円 同

173,400 229,300 267 , 90 0  300,000 363, 200 
2 1 1 7、 500 1 47 .500 180. 200 203, 400 238.SOO 277, 700 3 1 2,000 376, 200 
3 1 22, 000 1 53, 800 1 87,300 2 1 1 , 500 24 7 ,  900 287,600 324 000 389,500 
4 1 27,500 1 60 1 00 195 .200 2 1 9. 900 257,300 297, 700 336 1 00 402,900 
5 1 33, 1 0 0  1 66 300 203, 200 228,300 266,800 307,800 348, 300 4 1 6,200 
6 139,200 1 72 500 2 1 1 , 200 236, 700 276,400 3 1 7 ,900 360 600 4 29,500 
7 1 4 5,700 1 78. 800 2 1 9  500 245,300 285 ,800 327,900 372,900 442,900 
8 152 ,000 184,900 227,700 253,800 295 200 337 ,900 385. 100 456,400 
9 158, 1 0 0  1 9 2,000 236, 000 262.300 304, 600 347,900 397, 1 00 469, 500 

1 0  163, 500 1 99, ］（〕O 244, 300 270,800 3 1 4 , 1 0 0  357 900 408,200 482,400 
1 1  1 68.400 206, 000 25 2,200 279,000 323.500 367 800 4 1 9,300 490 200 
12 1 73,200 2 1 2, 200 260, 100  287 100 332,500 377 , 3 00 428,800 497 200 
13 1 77,800 2 1 8,400 267,800 295,000 34 1 ,  1 00 386,600 436. 300 503,800 
14 1 8 1 ,800 224,400 275, 500 302守 700 349, 300 394, 200 44 3,600 5 10, 1 0 0  
1 5 186,000 230, 1 00 283.000 3 1 0  400 356. 1 00 40 1 , 300 450 900 5 1 5  70 0 
1 6  1 90,200 235 700 29 0 200 3 1 6,400 362,700 406 000 455, 600 520,200 
1 7  1 94, 500 240,900 29 7,000 322, I 00 368,300 4 1 0,400 459, 900 
18 1 98,700 246,000 303 700 327,800 373 700 4 1 4,800 
1 9  202. 1 00 250,800 308,500 332.000 378 200 4 1 8,900 
20 205, I 00 255, 4 00 3 1 2. 900 336. 1 00 382 400 422. 700 
2 1  208,000 259.000 31 6,800 339,900 386 500 
22 2 1 0,400 26 1 , 800 3 1 9,900 343 600 390,4 00 
23 2 1 2,400 264,500 322,700 346 900 394 000 
24 26 7, 1 00 3 25,500 350.000 
25 269, 600 328.300 352,800 
26 2 7 1 ,800 33 1 , 100 355. 600 
27 333,800 
28 336, 200 
29 138,600 

備考 こ の表 』主、 病院 、 療養所、 診療所等 K 勤務す る薬剤師、 栄養 士 そ の他 の職 員 で人事院規則て定め る も の K 適用す る。

医 療 職 俸 給 表 （ 三 j
卜＼職務 の級 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級号 俸 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額 俸 給 月 額

同 円

§ 
4 
5 
6 
7 
8 
9 

f � 
1 2  
1 3  
1 4  
1 5  

1! 
1 9  
20 

� 384,900 

�� 
28 

�9 

3? 
�� 
34 

n 3 1 3,200 

備考 こ の表は、 病院、 療養所、 診療所等 K 勤務す る保健婦、 助産婦、 看種婦、 准看毒婦 そ の他の職員で人事院規員ljで定め る も の K 適用 す る 。
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湾岸戦争に伴 う 海外渡航の 自 粛及び国際テ 口

への警戒に つ い て

こ の た び， 外務省か ら湾岸戦争の勃発に伴い， 海外渡航の 自 粛及び国際テ ロ へ の警戒 に
つ い て情報が発 出 さ れ ま し た 。

つ い て は， 下記 の園へ の渡航を極力 自 粛文は延期 さ れ る よ う お願い し ま す。
ま た． 海外渡航に際 し て は， テ ロ 活動に十分警戒 さ れ る よ う お願い し ま す。

記
サ ウ デ ィ 東部州， ｝ �ハ レー ン， カ タ ール， イ ラ ク ，
ク ウ ェ イ ト ， サ ウ デ ィ ア ラ ビア ・ リ ャ ド市， ジ ヨ ル ダ ン，
イ ス ラ エル， シ リ ア ． ア ラ ブ首長国連邦， ト ル コ ，
エ ジ プ ト ， チ ュ ニ ジ ア， ア ル ジ エ リ ア， イ エ メ ン． イ ラ ン，
パ キ ス タ ン， ナ イ ジ エ リ ア ， ス ー ダ ン

li! 平 成 3 年春 季 全 国 火 災 予 防 運 動 の 実 施

な （実施期間 ） 平成3年 3 月 1 日 （金） ～ 3 月 7 日 （ 7 日 間）!:l （統一 標語） 「ま ず消 そ う 火 へ の鈍感 無関心」 l:! 
::: （ 火 の 用 心 7 つ の ポ イ ン ト ）

1 寝 た ば こ や た ば こ の投げ捨 て を し な い 。
::: 2 子供 は 、 マ ッ チ や ラ イ タ ー で遊ばせ な い 。
ι 3 風 の 強 い 時 は 、 た き 火 を し な い 。

4 天ぷ ら を 揚 げ る と き は 、 そ の場 を 離れ な い 。
5 家 の ま わ り に 燃 え やす い も の を 置 か な い 。
6 風 呂 の空だ き を し な い 。
7 ス ト ー ブ に は 、 燃 え やす い も の を 近 づ け な い 。

上 記 火 災予 防 運動が実施 さ れ る に 際 し 、 本 学 に お い て も 火 災予防 思 想 を 十 分 認 2
5 識す る と と も に ス ト ー プ な どの 火 気 及 び 引 火性の薬品 、 ボ ン べ な ど の 管理 の 徹 底 3
3 と 点 検 に 努 め 、 火 災予 防 に 万 全 を 期 し ま し ょ う 。 ；！； 
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今 回 は． 船 便 の通常郵便物 の料金と外 国あ て 通常郵便物 の地帯 別原準送達所 要 日 教 につい て 紹介 い た し ます 。

種 類

隷書。

ee －－
一ぎ持．：一
…び

担、

．

古問押 e・e ．一r em －－
種一－e，…
…物
…の－

円
除制

第 ・e－e ee ・
刊一日…
る

…………………… ………一…
約一……
一
欄…
繍

齢

重 量

20 g まで
50 g まで

lOO g まで

250 g まで
500 g まで

1 kgまで
2 kgまで

料 金
80 円 （ 70門 ）

160 円 （ 120円）

270 円 （ 170円）

540 円 （ 330円）

1,040 円 （ 630円）
1,800 円 (1,080門 ）
2 ,930 円 (1,760円）

60 円 （ 50円 ）
60 円
80 円

1 30 円
220 円

390 円
540 円
270 円 増

70 円

100 円

130 円
220 円
430 円
770 円

1 ,080 円
540 円 増

1,350 門
270 円 増

2 ,200 円
450 円 増
130 円

220 円
430 円
770 円

1,080 門

50 g まで
100 g まで
250 g まで

500 g まで

1 kgまで
2 同まで
2 kgを超え る1 kg までご と に

20 g まで

50 g まで

100 g まで
250 g まで

500 g まで
1 kgまで

2 kgまで
2 kgを超え る1 kgまでごと に

5 kgまで
5 kgを超え る1 kg までごと に

5 kg まで
5 kgを超え る1 kgまでご と に

100 g まで

250 g まで
500 g まで

1 kgまで
2 kgまで

（注） （ ）内の料金は． ア ジ ア ＝ 太平洋郵便連合 の加盟国（オ ー ス ト ラリ ア． バ ング ラデ シ ュ ． プー
タ ン． 中華人民共和 国， 韓国， イ ン ド， イ ン ドネ シ ア． ラオ ス ． マ レ ー シ ア， モ ノレ ジ ブ．
ナ ウ ル， ネパール． ニ ュ ー ジ ー ラン ド ， パキ ス タ ン， パ プ ア・ ニ ュ ー ギニ ア， フ ィ リ ピ ン．
シ ンガポール， ス リ ランカ ． タ イ 及びベ ト ナ ム） に あ てる場合に限ります。
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外 国 あ て 航 空 通 常 郵 便 物 の

。。
Q " 

、Johannesburg

（注） 1 . こ の表 に掲げ る送達所要 日 数は， 東京 国際郵便局 に お け る 引受
示 し て い ます。 従 っ て， 実際に配達 さ れ る 日 数 は， 上記 日 数 に

2 . ヨ ー ロ ッ パ諸国あて の船便送達所要 日 数は， 送達経路の関係上，

日。円ノ同
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地 帯 別 と 標 準 送 達 所 要 日 数 表

も

ー ‘ 

パ ナ マ

． ’ 

、 ‘ 

言P
「〈マL

Auc k l a n d  

スR
シ ベ リ ヤ ス エ ズ
経 由 経 由

の 日 か ら， 名 あて交換局所在地 の都市 ま で に要す る平均的 な 日 数 を

2 ～ 3 日 を加 え た 日 数を要す る こ と に な り ま す。

上下 1 週間程度 の開 き が生ず る こ と が あ り ま す。

．． 第 2 地帯
� 第 3 地帯
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主 要 行 事

本 昔日

11月 1 日 第 6 回学寮補導 委 員会

1 ～ 2 日 15大学 事 務局 長 会議 （於 ： 富山 大 学 ）

1 ～ 7 日 第 3 2回 （平成2年度 ） 教育 ・ 文化週間

2 日 事務電 算化委 員会学務専 門 部会

6日 第 3 回 体 育 部会

7 日 放射線 同位元素総合実験室運営委 員会

7 ～ 9 日 平成2 年度 教職員文化展

8日 第 5 回 補導協議 会

第 4 回授業料 等減 免選考委 員会

第 7 回 学寮 補導委 員会

9 日 第 9 回 評議 会

第 4 回部局長懇談 会

第 10 回 事務協議 会

10日 平成2 年度学 内卓球大 会

13日 国立大学協 会第 6 常置委 員会

（於 ； 国立大学協 会）

科 学技 術 に関する行政監察 （工学部）

13 ～15日 平成2 年度富山県地区 国立学校 等中堅 職員

研修 （於 ： 富山医科薬科大学 ，

国立立山 少年 自 然 の家 ）

13 ～15日 平成2 年度目 立学校 等幹部職員研修 （部長

級 ） （於 ： 国立教育 会館 ）

14日 科学技 術 に関する行政監 察 （水素 同位 体 構

能研究 セ ンタ ー ）

第 3 3 回 北陸五大学施設担 当者協議 会

（於 ： 福井大学 ）

14～15日 国立大学協 会第 87回 総 会 （於 ： 学士 会館 ）

平成2 年度北陸地区大学課外活動担 当者研

修 会 （於 ： 富山 医科薬科大学 ）

15日 科学技 術 に関する行 政 監 察 （工学 部）

16日 第 日回 事務連絡 会議 （於 ： 学士 会館 ）

文部省 虎 の門 会懇 談 会 （於 ： 学士 会館 ）

平成3 年度富山 大 学入学試験 に関する高 等

学校 と 大 学と の懇 談 会

19～20日 第 26回 国立41大学庶務部長 会議

（於 ： 宇都宮大学 ）

19～22日 第 4 回 （平成2 年度 ） 北陸地区 国立学校 等

監 督 者研修 （於 ． 福井大 学， 金沢大 学辰 ロ

共 同研修 セ ンタ ー ）

20日 講 演 会（低温液化室 ）

科 学技 術 に関する行政監 察 （地域共 同研 究

セ ンタ ー ）

20日 第 2 回大 学入試セ ンタ ー 試験実施委 員会

21日 科学控 術 に関する行 政監 察 （工 学部）

部課長 会議

富山 県留学生 等交流推進 会議幹 事 会

22日 第 11回 事務協議 会

26日 北陸地区 人 事 担 当課 長 会議

（於 ： 高岡短 期 大 学 ）

第 7 回入学試験管理委 員会（持 ち 回 り）

26～29日 平成2年度 目 立学校 等課長 （事務長 ） 補佐

研 修 （於 ： 国立教育 会館 ）

27日 健康診断 （婦人科検診 ）

第 5 回部局 長懇談 会

文部省 永年 勤続者表彰伝達式

第 3 回情報処理 セ ンタ ー運営委 員会

28日 科 学技 術 に関する行政監察 （工学部）

富山 県留学生 等交 流推進 会議

（於 ： 名 鉄 ト ヤ マ ホ テ ノレ ）

日本育 英 会奨学金返還説明 会

28～30日 第 25回 中部地区 公研協式接遇研修， 指 導 者

養 成研修 （於 ． 名 古屋合 同庁舎 ）

30日 R 連 盟富山地区卓球大 会

（於 ： 富山 県 総合体育 セ ンタ ー ）

第 4 回大学院委 員会

12月 2 日 経済 学部推薦入学 ・ 社 会人特 別選按試験

4日 北陸地区大学 学生部懇 話 会

5 日 営 繕 要 求学 内ヒ アリ ング

人 文学部社 会人特 別選抜試験

理 学部推薦 入学 ・ 社 会人特 別選 按試験

工 学部推薦 入 学試験

5 ～ 1 3日 平成2年度 人 事 事務研修 （於 ． 国 立オ リ ン

ピ ッ ク 記念青少年総合 セ ンタ ー ）
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6日 富山地 区 間 立学校 等人 事 担 当課長 会議

（於 ． 富山商船 高 等専 門 学校 ）

7 日 第 8 回 学寮補導委 員会

10日 設備 要 求 学内ヒ アリ ン グ

11日 北陸地区 国立学校施設担 当者連絡協議 会

（於 ： 福井 大 学 ）

11 ～12日 平成2年度厚 生補導 研 究 会

（於 ： ホ テ ノレ天 望閣 ）

1 3日 本学教職員と外 国人留 学生 との懇 談 会

平成3年度大 学入 試セ ン タ ー 試験入試担 当

者連絡協議 会（第 2 回 ）（於 ： 東京イ イ ノ ホール）

14日 第 10回評議 会

第 80回 構 内交通対策委 員会

推 薦 入 学 ・ 社 会人 特 別選按合格 者発 表

15～ 21日 人 文学部推薦 入 学願書 受付

17日 部課長 会議

第12回 事務協議 会

第 3 回 事務電算化委 員会

18日 平成3年 公開講座 第1 回委 員会

学務関係職員の打 合せ 会

20日 第 2 回 国際交流 委 員会学 術 交流部会

28日 御 用納 め

人 文 学 部

1 1月 1 日 学 術 講 演 会

（中央大 学文学部教授 丸 山 圭三郎 ）

係長 会議

2 白 人文科 学研究科 教務 等検討委 員会

事務連 絡 会

7 日 紀 要 委 員会

教授 会

人文科 学研究科委 員会

10～16日 帰 国子女 ・ 社 会人特 別選 抜願書 受付

1 4日 真 率 会役 員会

16日 係長 会議

20日 事務連絡 会

21日 教授 会

人 事 教授 会

26日 事務連 絡 会

30日 係長 会議

報 第 322号

12月 5 日 社 会人特 別選接試験

7日 学部長 ， 評議 員打合せ 会

1 1日 学部教務委 員会

12日 教授 会

人 事 教授 会

人 文科 学研 究科委 員会

1 4日 社 会人特 別選故合格 者発 表
1 5日 授業終了

15～21日 推薦入 学願書 受付

19日 事 務連絡 会

教 育 学 部

11月1 日 学部カ リ キ ュ ラム委 員会

8日 大 学院 設置準備委 員会

9 ～15日 附属養護 学校入 学願書 ・ 附属幼稚 園 入 園 願

書 受付

10～1 1日 日本教育大 額協 会北陸地区 教育 学 ・ 教育 心

理 学 ・ 特殊 教育 ・ 幼 児 教育部門 研究協議 会

（於 ： 富 山大 学 ）

1 3日 学部予算委 員会

14日 学部教務委 員会

教授 会

16日 日本教育 大 学協 会北陸地区 会教育 実践 研 究

指 導研究協議 会

20日 教育実習委 員会

28日 学部 職業補導委 員会

特 別昇給問題検討委 員会

12月 3日 教育実習運営協議 会

5 日 大 学院 設置準備委 員会

人 事 教授 会

6日 附 属養護 学校 入 学者選考

開属幼稚園 入 園 者発育検査 （ 3 才 児 ）

7 日 開属幼稚園 入 園 者発 育 検査 （4 才 児 ）

附属養護 学校入 学者合 格発 表

10日 附属幼稚 園 第 2 次選考 （抽選 ）

12日 学部図書委 員会

13日 入 学者選抜方 法 検討 委 員会

19日 教務委 員会

（於 ：金沢大 学 ）

教授 会

人 事 教授 会

14
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附属幼稚園第 2 学 期 終業式

21日 附属小 学校． 附属 中学校 第 2 学期 終業式

22日 附属養護 学校第 2 学期 終業式

22日 授業 （第10週 ） 終 了

25日 コ ンビ ュ ー タ 管理運営委 員会

26日 学部教務委 員会（持 ち 回り）

経 j斉 学 昔日 ｜ 理 学 昔日

11月 1 日 係長 会議 11月 1 日 係長 会議

2 日 係長 会議 2 日 学部補導委 員会（持 ち 回 り）

7 日 人 事 教授 会 事務連絡 会

教授 会 5 日 動物実験委 員会（持 ち 回り）

9 日 第 7 回 夜間主コ ー ス 設置 9 大 学懇 談 会 7 日 有機微量 分 析 装 置運営委 員会

（於 ： K K R 東京竹橋 ） 8日 学 術 講演 会

14日 留 学生 との打合せ 会 （京都大 学薬 学部教授 町田 勝 之 輔 ）

学部教務委 員会 10～16日 推薦入 学， 帰 国子女 ・ 社 会人特 別選 抜 願 書

16日 平成2年度秋季 国立11大 学経済 ・ 経営 学 部 受付

長 及び 事務長 会議 （於 ． 東京郵便貯金会館 ） 14日 学部教務委 員会

19日 学部教務委 員会（持 ち 回 り ） 真率 会役 員会

学部入 学方 法 検討委 員会（持 ち 回り） 16日 係長 会議

20日 係長 会議 20日 事務連絡 会

21日 人 事 教授 会 21日 教授 会

教授 会 理 学研究科委 員会

22日 係長 会議 人 事 教授 会

28日 日本海経済研究所 公開 講 演 会 22日 有機微量分析装置運 営 委 員会

30日 係長 会議 26 日 事務連絡 会

12月 2 日 推 薦 入 学 ・ 社 会人特 別選 技試験 27日 学部教務委 員会

3 日 係長 会議 30日 係長 会議

5 日 学部職業 補導 委 員会 12月 1日 学 術 講演 会

推薦 入 学 「昼間主コ ー ス 」選考委 員会 （コ ペ ンハーゲ ン大 学准 教授H . B . ク ラセ ン）

推 薦 入 学 「夜間主コ ー ス J 及び社 会人 特 別 5 日 推 薦 入 学， 社 会人特 別選抜試験

選技選考委 員会 6日 有 機微量 分析装置運営委 員会

7 日 学部将来構想検討委 員会 12日 教授 会

11日 日本海経済研究所運営委 員会 教官 会議

12日 人 事 教授 会 12日 理学研究科委 員会

教授 会 人 事 教授 会

係長 会議 14日 推薦 入 学， 社 会人特 別選按合格者発表

15日 日本海経済研究所研 究 会 19日 事務連絡 会

17日 夜間主コ ー ス 運営委 員会 20日 有機微量分析装置運 営 委 員会

係長 会議 22日 学 術 講演 会

19日 学部教務委 員会 （雪氷 学講座10周年記念 ）

人 事 教授 会 授業終了

教授 会 25日 大 学院構想懇談 会
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工 学 同」

1 1月 1 日 係長 連絡会
技 官 待 遇改善検討 委員会 技 官部会

8 日 技 官 待遇改善対策委員会技官部会
学部入学試験検討 委員会

9 日 学部教務委員会
学部補 導 委員会

事務連絡会

係長 連 絡会

10 日 学部入学試験検討委員会
1 3 日 科学技術 に 関する行政監 察
14 日 教授 会

工学研 究 科 委員会
専任教授会
工 場 運 営委員会
博 士 課程設置準備委員会

1 5 日 科学技術 に 関する行政監察
22 日 技 官 待遇改善検 討委員会 技 宮部会

係 長 連 絡会

26 日 博 士 課程設置準備委員会
28 日 科学技術 に 関する行政監 察
29 日 学部将 来 計 画 委員会

12月 3 日 学部安全委員会
5 日 推 薦入学試験
6 日 北 陸 信 越 工業教育 協会富山県支部幹事会

技 官 待遇改善検討委員会技 官部会
学部将 来 計 画 委員会

1 1 日 学部概要編集委員会
12 日 教授会

工学研 究科委員会
専 任教授会

1 4 日 推 薦入学合 格者発表

学部槻要編集委員会
1 9 日 交通安全講習 会

工学部温交会役員会
20 日 学部安全委員会 専門部会

技 官 待 遇改善検討委員 会 技 官部会
2 1 日 学部教務委員会
2 5 日 係長 連 絡 会

報 第322号

｜ 教 養 部
1 1月 7 日 推薦委員会

補 導委員会
1 4 日 予 算 委員会

将 来計 画 委員会
21 日 教授会
28 日 紀要委員会

12月 5 日 将来計 画委員会
12 日 人事教授会

教授会
1 9 日 教官定員配置検討委員会

将 来 計 画委員会
22～ 

1/12 日 冬季休業

附 属 図 書 館

1 1月

1 ～ 2 日 平成2年度北信 越地区国立大学 図書館研修
会 （於 ． 長 岡技術科学大学附属 図書 館 ）
第4回国立大学図書館協議会シン ポ ジ ウ ム

（於 ： 京都大学問 属 図書 館 ）
5 日 係長事務打合せ会

16～ 平成2年度総合 目 録 データ ペース実 務研修
12/ 1 3 日 （於 ： 学術情報センター）

20～21 日 北信越地区国立大学図書館事務 （部 ・ 課 ）
長会議 （於 ： 上越教育大学附 属 図書 館 ）

12月26 目 第4回附属 図書館商議会

26～29 日 平成2年度国立大学図書館職員講習会

（於 ： 京都大学附 属 図 書 館 ）
12月 3 日 係長事務打合せ会

18 日 係長事務打合せ会

水素同 位体機 能研究セ ン タ ー

11月 1 4 日 科学技術に関する行政監察
1 5 日 R ・ I 教育 訓練講習 会

12月1 3 日 R ・ I ；教育訓練講習会

円J円喝U
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11月 20日 科 学技術 に関する行 政 監 察

21日 経 営 者研 究 者交 流 会

12月 3 目 先端企業見 学研 修

3 ～14日 先端技術研修 「電子デバ イ ス コ ー ス 」

11月 27日 婦人科検診

学 報 第3 22号

冬将軍の到来で五福地区構内の交通規制 に協力 を ！！

1 月 に入 り 本格的 な冬将軍の到来 と な り ま し た 。 こ のため， 冬期積雪時 に は， 五福地区構 内 の交

通規制が次の と お り 定め られて い ますので， お互 い に十分注意 し構内 の交通規制を遵守 し ま し ょ う 。

1 . 冬期積雪時， 特 に大雪注意報が発令 さ れ る と 予

想 さ れ る場合 は， 車両に よ る通勤通学は 自 粛す る

も の と す る 。

9・ 2 . 駐車禁止区域以外の道路の駐車 は， 除雪の支 障

に な ら ない よ う 注意す る 。

3 . 大雪及び除雪作業等で車両の入構を規制 した り，

禁止 し た り す る場合は， 掲示す る 。

4 . 積雪時は， 各部局前の外来者駐車帯に車両 を駐

車 さ せ る こ と が で き る o
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5 . 夜間は， 管理 ・ 研究 ・ 教育等に従事す る 者 及 び

夜間主 コ ース学生等以外は 構 内 に車両を駐車 さ

せる こ と がで き な い 。 ま た ， 降雪 時 に お い て は，

翌 日 に か け て の駐車は原則 と し て認め な い 。

6 . 除雪の際， 障害 と な る車両は移動 さ せ る が， そ

の場合車両に損傷が生 じ て も 大学はその責任 を 負

わ ない 。 ま た， 車両の除去 の た め に費用が必要 と

な る場合の費用 は， 当該車両を所有す る 者 の 負 担

と す る 。

編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課

富 山 市 五 福 3 1 9 0 

印刷所 あ け ぼ の 企 画 株 式 会 社
富 山 市住吉町 1 丁 目 5 18 

電 話 （ 24) 1 7 5 5 附


